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AN209853 

HyperRAM™リフレッシュ間隔の最適化 

著者: Arthur Claus 

関連製品ファミリ: S27KL0641、S27KS0641 
  

本アプリケーション ノート (AN209853) は、サイプレス HyperRAM™デバイスのリフレッシュ間隔を変更し、最高動

作温度以下における読み出しスループットおよびスタンバイ電流を最適化するための方法を説明します。 

 

1 はじめに 

サイプレス HyperRAM ファミリの製品は、HyperBus インターフェースを備えた高速 CMOS、セルフリフレッシュ 

ダイナミック RAM (DRAM) デバイスです。 

コア DRAM アレイのすべてのビットは定期的にリフレッシュする必要があります。これは、ホスト システムが各行

を読み書きすることで行えます。ホスト システムからのアクセスにより、その行のビットは内部バッファにコピー

されます。アクセスの終了時、バッファに格納されたビットはメモリ内の行に書き戻されるため、DRAM メモリ セ

ル内のビット行が再充電 (リフレッシュ) されます。すべての行は特定の期間 (リフレッシュ間隔) 以内にアクセスす

る必要があり、そうしないと、データは消失します。 

しかし、ホスト システムは一般的に、リフレッシュ間隔以内にメモリのすべての行にアクセスする他に、もっとす

るべきことがあります。HyperRAM ファミリのデバイスはセルフリフレッシュ ロジックを内蔵しています。このロジッ

クは自動的にすべての行をリフレッシュするため、ホスト システムがメモリをリフレッシュする必要がなくなります。

メモリがホスト システムからアクセスされない時にのみ、行の自動リフレッシュを実行できます。リフレッシュが

必要な時点でアクセスが行われている場合は、リフレッシュ ロジックはこのアクセスの完了を待ちます。リフレッ

シュが完了する前に新たにアクセスが開始される場合、メモリはコマンド―アドレスサイクル中に RWDS を HIGH

に駆動して、アクセスの開始時に追加の初期レイテンシが必要となることを示します。これにより、アクセスが開始

される前にリフレッシュ動作が完了できます。 

メモリ アレイ全体のリフレッシュ間隔は温度によって異なります。表 1はデフォルト リフレッシュ パラメーターを

示します。「アレイ リフレッシュ間隔」以内にすべての行をリフレッシュする必要があります。セルフリフレッシュ 

ロジックはこのリフレッシュ間隔以内に各行のリフレッシュ動作を分散して行います。これにより、１回あたりのリフ

レッシュ動作に要する時間が短くなります。ホスト システムは、アクセスを安全な長さに収め、デバイスがセルフリフ

レッシュ動作を実行するための十分な時間を確保する必要があります。CS#の最大LOW時間 tCMSは、セルフリフレッシ

ュ ロジックが動作できる時間を残しつつ、ホスト システムがデバイスにアクセスできる最長時間を表します。ホスト シ

ステムがアクセスしない場合、一行は tCMSごとにリフレッシュされます。 

表 1. デフォルトのリフレッシュ パラメーター 

デバイスの最大動作温度 (°C) 
アレイ リフレッシュ間隔 

(ms) 
行数 推奨 tCMS (μs)  

85 (産業用) 64 8192 4 

105 (産業用拡張) 16 8192 1 
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2 リフレッシュ パラメーター 

tCMSの初期設定値は、デバイスが最高動作温度で動作できることを保証するために設定されています。デバイスが最

大動作温度よりも低い温度で動作する場合、より長い tCMSを設定することができます。 

tCMS値は、コンフィギュレーション レジスタ 1のビット 1～0に書き込んで設定されます。表 2はコンフィギュレー

ション レジスタ 1の値を示します。 

表 2. コンフィギュレーション レジスタ 1のビット割り当て 

CR1ビット 機能 設定 (2進) 

15～2 予約 

000000h: 予約済み (初期設定値) 

 

将来使用のために予約済み。レジスタに書き込む時、将来の互換性のためこれらのビットを

0に 

クリアする必要がある 

1～0 
分散リフレッシュ

間隔 

10b: 初期設定値 

 4μs: 産業用温度範囲のデバイス 

 1μs: 産業用拡張温度範囲のデバイス 

11b: 初期設定値の 1.5倍 

00b: tCMSの初期設定値の 2倍 

01b: tCMSの初期設定値の 4倍 

 

3 リフレッシュ間隔の最適化 

表 1 で説明したように、サイプレス HyperRAM デバイスは産業用と産業用拡張の 2 つの温度グレードがあります。

産業用温度グレードは最大 85ºCでの動作用に、産業用拡張温度グレードは最大 105ºCでの動作用に最適化されてい

ます。表 1は、分散リフレッシュ間隔の初期設定値を示します。デバイスが許容最高温度以下で動作している場合、

コンフィギュレーション レジスタ 1の分散リフレッシュ間隔を変更し、tCMS値をより大きくすることができます。より

大きい tCMS値では、より長いリフレッシュ間隔でホスト システムのデバイスへのスループットが向上します。つまり、

リフレッシュに要する時間が短くなり、ホスト システムがデータ転送用により多くの時間を使用できます。セルフリフ

レッシュ機能により、デバイスはスタンバイ状態になっている時、非アクティブ期間とリフレッシュ期間を交互に繰り

返します。リフレッシュ期間中、デバイスはより多くの電流を消費します。リフレッシュ動作の間隔を長くすること

により、非アクティブ時間が増えるため、平均消費電流が少なくなります。 

デバイスが産業用拡張 (105ºC) のデバイスで、85ºC以下の温度で動作する場合、コンフィギュレーション レジスタ

1の分散リフレッシュ間隔値を 01bに変更し、tCMSを 4μsにすることができます。この変更を行うと、スタンバイ消

費電流は約 30%減少します。 

デバイスが産業用 (85ºC) のデバイスで、25ºC以下の温度で動作する場合、コンフィギュレーション レジスタ 1の分散リ

フレッシュ間隔値を 00bに変更し、tCMSを 8μsにすることができます。この変更を行うと、スタンバイ消費電流は約

15%減少します。 

コンフィギュレーション レジスタ 1 の書き込み方法については、HyperRAM データシートのレジスタ空間の節を参

照してください。  

表 3は、セルフリフレッシュができるように CS#を非アクティブにする前に転送可能なバイト数を示します。 
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表 3. 性能値 

温度グレード 製品番号 動作温度 
tCMSの初期

設定値 
tCMSの最大値 

転送バイト数 

（初期設定時）1 

転送バイト数

（最大） 

産業用拡張 

S27KL06412 85ºC未満 1μs 4μs 186 786 

S27KS06413 85ºC未満 1μs 4μs 314 1314 

産業用 

S27KL0641 25ºC未満 4μs 8μs 786 1406 

S27KS0641 25ºC未満 4μs 8μs 1314 2648 

 

4 まとめ 

本アプリケーション ノートで説明されたガイドラインに従うことにより、サイプレス HyperRAM デバイスのスルー

プットを増加しながら、そのスタンバイ平均消費電流を減少させることができます。  

5 関連資料 

HyperRAMデータシート 

                                            
1 転送バイト数 = ((tCMS / 最大クロック) – (3コマンド サイクル + ウェイトステート)) * サイクルあたり 2バイト 

2 最大クロック = 10ns、最大クロックでの必要なウェイトステート = 4 

3 最大クロック = 6ns、最大クロックでの必要なウェイトステート = 6 

http://www.cypress.com/
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改訂履歴 

文書名: AN209853- HyperRAM™リフレッシュ間隔の最適化 

文書番号: 002-10503 

版 ECN 変更者 発行日 変更内容 

** 5069815 TKUW 01/20/2016 これは英語版 002-09853 Rev. **を翻訳した日本語版 002-10503 Rev. **です。 

*A 6456844 SSAS 01/23/2019 これは英語版 002-09853 Rev. *Aを翻訳した日本語版 002-10503 Rev. *Aです。 
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